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平成30年第３回定例会　議案の概要

第３回定例会
（会期：平成30年８月30日～９月20日）

議決した案件
●条例案…９件　●予算案…４件　●諮問…３件　●同意案…２件　●その他…22件

●議長発議…１件
（●全会一致可決…35件　●賛成多数可決…６件）

Pick Up

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
5
号
）を
可
決

　

平
成
30
年
7
月
豪
雨
対
策
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
が
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

主な補正の内容

歳入歳出補正額

○ 倒壊の恐れのあるコンクリートブロック塀等の

撤去、撤去後のフェンス等設置（３，１１２万

７千円増）

○ 高屋西いきいきこどもクラブの児童数の増加に

よる新たな施設の整備（８，１５８万３千円増）

○ 被災した農業経営者に対する、農産物の生産・

加工に必要な施設等の復旧等に対する補助金の

追加（１億円増）

○ 骨髄等の移植のドナー及びドナーを雇用する企

業・団体等の経済的負担を軽減する制度を創設

（４２０千円増）

補正前 補正額 補正後

８５４億２，３０８万２千円 ２億５，９１１万６千円 ８５６億８，２１９万８千円
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Select.2

Select.1
〈
議
案
第
166
号
〉

情
報
教
育
用
無
線
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
購
入

　

情
報
教
育
用
の
無
線
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
、
こ
れ

に
関
連
す
る
機
器
等
を
買
い
入
れ
ま
す
。

〈
議
案
第
188
・
189
・
190
号
〉

消
費
税
率
の
改
正
に
伴
い
、使
用
料・

利
用
料
金
が
改
訂
さ
れ
ま
す
。

　

地
方
税
法
及
び
消
費
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
東
広
島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

及
び
東
広
島
市
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
係
る
使
用
料
、
東
広
島
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

に
係
る
利
用
料
金
の
限
度
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎ 

無
線
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

　

  

○ 

無
線
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
無

線
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
（
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

端
末
）
を
、
端
末
同
士
を
相
互

に
接
続
し
た
り
、
ほ
か
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
た
め
の

無
線
機
器
の
一
種
で
す
。
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
は
「
親
機
」「
基

地
局
」
な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
1

　
関
連
機
器
等
の
購
入
金
額

　
　

2
，
8
0
8
万
円

　
2

　
購
入
先

　
　

㈱
ソ
ル
コ
ム
Ｉ
Ｔ
事
業
本
部

　
　

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
部

◎
主
な
改
正
内
容

　

○ 

改
定
後
の
使
用
料
及
び
利
用
料

金
の
限
度
額
に
つ
い
て
、
消
費

税
を
含
ま
な
い
価
格
の
額
に
1.1

を
乗
じ
た
額
を
、
平
成
31
年
10

月
1
日
以
降
の
使
用
に
係
る
額

と
し
て
設
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
な
ぜ
こ
の
時
期
に
改
正
す
る
の
か

　

○ 

使
用
予
定
日
の
1
年
前
か
ら
使

用
申
請
の
受
付
が
で
き
る
施
設

が
あ
り
、
消
費
税
改
正
の
対
象

と
な
る
平
成
31
年
10
月
1
日
以

降
の
施
設
利
用
は
、
今
年
の
10

月
1
日
か
ら
申
請
の
受
け
付
け

が
可
能
と
な
る
た
め
で
す
。

利用料金の限度額が改正される東広島芸術文化ホールくらら
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議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長　「○」は賛成　「×」は反対

議案番号▶ 議
案
第
166
号

議
案
第
189
号

議
案
第
190
号

議
案
第
191
号

議
案
第
192
号

議
員
派
遣会派名 議員名

威 信 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮川　誠子 ○ ○ ○ ○ ○ ○

杉原　邦男 ○ ○ ○ ○ ○ ○

高橋　典弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○

牧尾　良二 議 議 議 議 議 議

創 志 会

天野　正勝 ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡田　育三 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大道　博夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ ○ ○

創 生 会

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○ ○ ○

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○ ○ ○

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○ ○ ○

鈴木　利宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○

高 志 会

大谷　忠幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○

乗越　耕司 ○ ○ ○ ○ ○ ○

中平　好昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○

梶谷　信洋 ○ ○ ○ ○ ○ ○

清 新 の 会

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北林　光昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○

重森佳代子 ○ ○ ○ ○ ○ ○

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○ ○

公 明 党

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○ ○

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○ ○

小川　宏子 ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民クラブ

中川　　修 ○ ○ ○ ○ ○ ○

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤木　達男 ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本共産党 谷　　晴美 × × × × × ×

守 東 会 山下　　守 ○ ○ ○ ○ ○ ○

本
会
議
の
討
論

● 

議
案
第
192
号（
平
成
30
年
度
東
広

島
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
5
号
））

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

東
広
島
市
の
学
校
普
通
教
室
に
エ

ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

は
、
今
回
の
異
常
気
象
、
避
難
場
所

に
対
応
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

事
業
を
見
直
し
、
学
校
の
Ｉ
Ｔ
予
算

を
エ
ア
コ
ン
設
置
計
画
に
振
り
向
け

る
べ
き
だ
と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

賛
成

 

宮
川　

誠
子
議
員

　

こ
の
度
の
補
正
の
中
に
は
、
7
月

の
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
農
業
者
が

所
有
す
る
施
設
及
び
農
業
機
械
に
対

す
る
補
助
が
計
上
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

中
小
企
業
に
対
し
て
は
被
災
し
た
者

に
対
す
る
補
助
制
度
や
制
度
運
用
を

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
も
含
ま
れ
る
。
災
害
で
被
災
さ

れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
早
急

に
こ
れ
を
可
決
・
執
行
す
る
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

賛
成

 

高
橋　

典
弘
議
員

　

農
林
水
産
業
あ
る
い
は
民
生
費
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等
々
、
こ
の
度
国
県
支
出
金
の
増
額

に
伴
い
市
民
の
生
活
に
係
る
事
業
費

の
補
正
を
速
や
か
に
行
う
と
判
断
を

し
て
い
る
。
こ
の
補
正
予
算
が
速
や

か
に
成
立
を
し
て
、
執
行
体
制
が
早

く
整
う
こ
と
が
一
番
大
切
で
あ
る
。

　

ま
た
、
反
対
討
論
で
異
を
唱
え
る

状
況
は
一
切
見
当
た
ら
な
い
と
考
え

る
。●

議
案
第
166
号

　
（
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

学
校
の
Ｉ
Ｔ
化
よ
り
、
他
市
が

次
々
と
決
定
さ
れ
て
い
る
エ
ア
コ
ン

の
設
置
計
画
の
導
入
が
最
優
先
だ
と

判
断
し
、
反
対
す
る
。

賛
成

 

重
光　

秋
治
議
員

　

子
ど
も
た
ち
に
最
新
の
教
育
を
提

供
す
る
た
め
に
、
速
や
か
に
議
決
を

し
、
実
施
を
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
反
対
理
由
に
優
先
す
べ
き

も
の
が
あ
る
と
の
発
言
で
あ
っ
た
が
、

同
じ
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
検
討
す
べ
き

も
の
で
は
な
い
と
判
断
す
る
。

● 

議
案
第
189
号（
東
広
島
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

消
費
税
が
増
税
さ
れ
る
と
い
う
理

由
で
の
使
用
料
の
値
上
案
だ
が
、
生

涯
学
習
の
ニ
ー
ズ
を
減
退
さ
せ
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
消
費
税
増
税
に
頼

ら
な
い
財
源
確
保
策
を
市
は
求
め
る

べ
き
で
あ
る
。

賛
成

 

岩
崎　

和
仁
議
員

　

消
費
税
増
税
に
対
し
て
、
市
が
準

備
を
す
る
だ
け
の
議
案
で
あ
る
。
消

費
税
に
関
し
て
は
国
で
議
論
を
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

● 

議
案
第
190
号（
東
広
島
市
市
民
文

化
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

消
費
税
増
税
に
よ
る
使
用
料
改
定

案
は
、
使
用
ニ
ー
ズ
を
遠
ざ
け
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
反
対
す
る
。

賛
成

 

重
光　

秋
治
議
員

　

消
費
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
自

動
的
な
使
用
料
の
改
定
で
あ
り
、
自

治
体
の
事
情
に
よ
り
使
用
料
を
改
定

す
る
も
の
で
は
な
い
。
消
費
税
そ
の

も
の
は
国
が
決
定
す
る
統
一
的
な
税

法
で
あ
り
、
各
自
治
体
は
当
然
追
随

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
消
費

税
増
に
反
対
だ
か
ら
本
議
案
に
反
対

と
い
う
こ
と
は
理
に
反
す
る
。

● 

議
案
第
191
号（
東
広
島
芸
術
文

化
ホ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

低
所
得
者
ほ
ど
消
費
税
増
税
に
伴

う
影
響
は
大
変
大
き
く
、
市
民
の
求

め
る
文
化
と
芸
術
の
振
興
や
、
貸
し

館
で
コ
ン
サ
ー
ト
に
通
え
る
人
た
ち

の
階
層
が
狭
ま
れ
て
し
ま
う
。
国
に

消
費
税
に
頼
ら
な
い
税
制
の
改
正
を

求
め
る
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

賛
成

 

岩
崎　

和
仁
議
員

　

あ
く
ま
で
も
消
費
税
増
税
に
伴
っ

て
市
が
準
備
を
す
る
議
案
で
あ
り
、

国
に
求
め
る
部
分
に
関
し
て
は
別
途

議
論
す
べ
き
と
考
え
る
。

●
議
員
派
遣（
海
外
行
政
視
察
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

来
年
の
改
選
前
約
半
年
で
、
費
用

対
効
果
が
あ
る
も
の
か
疑
問
で
あ
る
。

視
察
費
用
を
削
っ
て
、
有
効
な
議
会

の
災
害
対
応
や
司
書
の
図
書
室
へ
の

配
置
、
議
会
の
活
性
化
な
ど
に
振
り

向
け
る
ほ
う
が
大
切
だ
と
判
断
し
、

反
対
す
る
。

賛
成

 

宮
川　

誠
子
議
員

　

議
員
は
、
東
広
島
市
の
政
策
に
つ

い
て
、
本
当
に
市
民
の
た
め
に
な
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
判
断
す

る
責
任
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

国
内
の
同
じ
似
通
っ
た
枠
組
み
で
つ

く
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
け
を
見
に
行
く

の
で
は
な
く
、
歴
史
も
文
化
も
地
理

も
い
ろ
ん
な
も
の
が
違
う
と
こ
ろ
に

自
ら
行
っ
て
、
感
じ
て
、
政
策
の
感

性
を
磨
く
と
い
う
こ
と
が
大
変
重
要

だ
と
考
え
る
。
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委
員
会
審
査
概
要

総
務
委
員
会

● 

議
案
第
165
号
財
産
の
取
得
に
つ
い

て
（
高
規
格
救
急
自
動
車
）

　
　
　
　

自
動
車
に
関
す
る
技
術
は

年
々
上
が
っ
て
い
る
が
、
更

新
す
る
救
急
車
は
、
前
の
も
の
よ
り

機
能
が
向
上
し
て
い
る
部
分
が
あ
る

の
か
。

　
　
　
　

機
械
的
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
す
る
装
置
や
救
急
救
命

士
の
特
定
行
為
拡
大
に
伴
い
、
血
糖

を
測
定
す
る
装
置
を
新
た
に
導
入
し

て
い
る
。

●
議
案
第
199
号
財
産
の
取
得
に
つ
い

て
（
高
規
格
救
急
自
動
車
）

　
　
　
　

配
備
予
定
は
い
つ
な
の
か
。

　
　
　
　

12
月
28
日
を
納
車
の
期
限

と
し
て
い
る
。

QＡQＡ

　
　
　
　

財
源
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　

過
疎
債
を
充
当
す
る
。

文
教
厚
生
委
員
会

● 

議
案
第
166
号
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
無
線
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
及

び
こ
れ
に
関
連
す
る
機
器
等
）

　
　
　
　

財
源
の
内
訳
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

QＡQ

　
　
　
　

す
べ
て
一
般
財
源
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

災
害
発
生
な
ど
に
よ
り
、

不
具
合
が
発
生
し
た
場
合
の

保
守
管
理
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
　

災
害
等
に
伴
う
突
発
的
な

停
電
等
で
機
器
が
使
用
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
緊
急
対
応

す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

ＡQＡ

● 

議
案
第
184
号
（
東
広
島
芸
術
文
化

ホ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
の
指
定
）

　
　
　
　

指
定
管
理
者
の
公
募
に
応

じ
た
も
の
は
何
者
だ
っ
た
の

か
。

　
　
　
　

共
同
企
業
体
2
者
で
あ
る
。

　
　
　
　

指
定
管
理
者
の
決
定
に
際

し
て
、
重
要
視
し
た
点
は
、

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

選
考
に
当
た
っ
て
は
、
今

よ
り
も
新
た
に
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
向
上
す
る
機
能
に
つ
い
て
の
提

案
や
、
市
民
の
芸
術
文
化
を
高
め
る

機
能
に
つ
い
て
の
提
案
を
、
そ
れ
ぞ

れ
求
め
、
評
価
を
行
っ
た
。

QＡQＡ

高規格救急自動車
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● 

議
案
第
189
号
〜
191
号（
東
広
島
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
東
広
島
市
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
・
東
広
島
芸
術
文
化

ホ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

　
　
　
　

今
後
、
消
費
税
改
定
が
延

期
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
と
る
の
か
。

　
　
　
　
　

仮
に
消
費
税
改
定
が
延

期
さ
れ
た
場
合
は
、
状
況
に

応
じ
た
新
た
な
手
続
き
を
取
る
必
要

が
出
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。
既
に

徴
収
し
て
い
る
使
用
料
は
、
使
用
者

へ
返
還
す
る
こ
と
も
含
め
て
検
討
し

て
い
く
。

QＡ

● 

議
案
第
201
号
（
東
広
島
市
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
支
給
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
）

　
　
　
　

支
給
の
申
請
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
い
る

の
か
。

　
　
　
　

申
請
書
類
に
り
災
証
明
書

を
添
付
し
て
も
ら
い
、
審
査

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　

申
請
期
限
等
を
設
け
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　

申
請
の
受
付
期
限
は
、
災
害

等
を
受
け
た
日
か
ら
1
年
以

内
、適
用
期
間
は
、災
害
等
を
受
け
た
日

か
ら
翌
年
の
当
該
災
害
等
を
受
け
た
日

の
前
日
ま
で
の
期
間
と
考
え
て
い
る
。

市
民
経
済
委
員
会

● 

議
案
第
167
号
〜
175
号
、
176
号
〜
181

号
及
び
185
号
（
財
産
の
無
償
譲
渡
、

無
償
貸
付
け
に
つ
い
て
）

QＡQＡ

　
　
　
　

楢
原
中
央
団
地
会
館
及
び

市
飯
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

は
、
こ
の
度
の
7
月
豪
雨
災
害
に
よ

る
被
害
が
あ
っ
た
地
域
に
所
在
し
て

い
る
が
、
地
元
へ
譲
渡
す
る
こ
と
に

つ
い
て
支
障
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

施
設
に
大
き
な
被
害
は
な

く
、
地
元
と
も
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
お
り
、
譲
渡
に
問
題
は
な

い
と
判
断
し
て
い
る
。
な
お
、
譲
渡

後
の
フ
ォ
ロ
ー
は
継
続
し
て
行
っ
て

い
く
。 QＡ

● 

議
案
第
200
号
財
産
の
処
分
に
つ
い

て
（
吉
川
工
業
団
地
等
に
所
在
す

る
土
地
）

　
　
　
　

価
格
の
根
拠
は
何
か
。

　
　
　
　

不
動
産
鑑
定
を
根
拠
と
し
、

そ
れ
を
審
議
会
に
諮
っ
て
決

定
し
た
も
の
で
あ
る
。

建
設
委
員
会

● 

議
案
第
183
号
市
道
の
路
線
の
認
定

に
つ
い
て
（
田
口
東
55
号
線
ほ
か

1
路
線
）

　
　
　
　

幅
員
が
6
ｍ
の
道
路
が
行

き
止
ま
り
の
場
合
に
、
転
回

広
場
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市

道
認
定
と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　
　
　
　

道
路
の
延
長
が
35
ｍ
以
下

の
も
の
に
つ
い
て
は
、
転
回

広
場
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
。

35
ｍ
を
超
え
る
も
の
は
転
回
広
場
が

必
要
で
あ
る
。

QＡQＡ

市飯田コミュニティ会館


